
の神宮寺にあったと言われている。

作 者

*そえがわ*

正徳4年(1714)久保田藩は古代の式内社を再興
しょうとく

して領内神社の中心とした。その三社とは

保呂羽山波宇志別神社・御獄山塩湯彦神社・高岳
ほ ろ は さ ん み た け さんし お ゆ ひこ

山副川神社である。そして波宇志別神社は古代以
そいかわ は う し わ け

来一度も廃絶したことがないので、正確な意味で

再興されたのは二社ということになる。(中略)

副川神社も正徳の段階に再興されている。茂木奉

行は神宮寺嶽に古代副川神社の遺址を認めたよう
じ んぐうじだけ

であるが、あえて久保田城の北門を守るという意

図から、現在の山本郡と南秋田郡の境界に当たる

八郎潟湖畔の高岳山に遷し祀った。現在の地籍で、
うつ まつ

この山は南秋田郡八郎潟町に属すから、近世にも

秋田郡内浦大町に鎮座したわけであるが、江戸時

代の棟札などはすべて「山本郡高岳山副川神社」

としている。

この神社が古代山本郡に鎮座していた式内社であ

ることから、やはり寛文４年に檜山郡を改めた山

本郡内に鎮座することとし、北側の郡名をとって

社地と記したものだろう。もともとここは大湖八

郎潟の東岸に三倉鼻・高岳山・森山と連なる景勝

の地であり、修験信仰もからまって牛頭天王が祀
ご ず

られていた。それは東湖八坂神社に見られる牛頭
と う こ や さ かじんじゃ ご ず

天王信仰と一連のものであったと考えられる。
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*そえかわじんしゃ* 副川神社

南秋田都八郎潟町浦大町鎮座。祭神は天照大神

・豊受 大神。本殿は4坪の春日造神殿にすぎない
とようけの

が、出羽に9座、秋田には3座しかない式内社のう

ちである。秋田藩三国社のうち。

もとは古代山本郡に鎮座していた山本郡一座小副

川神社。後世の仙北郡神宮寺岳（神岡町）の神で

ある。雄物川と玉川の合流点の左岸に水際から直

接そびえ立つ神宮寺岳は、小山ながらも円錐の佳

形で、副川と称する古代神奈備にふさわしい。副

川神はそこに宿った古代神。山と川の神は農耕神

として崇拝されたが、やがてこの水際の青山は海

島山に見たてられ普陀落浄土の観音信仰と習合し、

里宮となった八幡神社やその神宮寺のかげに隠れ、

中世その所伝を失ったので諸説がある。

斉明紀の齶田浦神が副川神であるとする説（日本
あきたのうら

書紀通証）、玉川の旧名が副川でその雄物川合流

地の神であるとする説（秋田風土記）、副川を助

川とする説（日本地理志料）、副川は雄物川の前

名らしいとする説（地名辞典）などである。

近世佐竹氏は、藩主義格の時代に、家臣茂木氏に

調査させた上、正徳4年近世の山本郡と秋田郡の

境高岳山に再興し、久保田城北門の守護とした。

だから伴信友「神名帳考証」には「大友直枝がい

うには、三鞍鼻（みくらはな）の高岳山」に在る。

この山をまた尾保呂長根ともいう。播磨の広峯神

を移し祀るといい、土地の習俗では牛頭（ごず）

天王と称す」と記している。 高岳山は元来1つ

の聖地として修験道の信仰で年頭天王がまつられ

ていたのであろう。三倉鼻-高岳山-森山という尾

根の道は山伏の峰としては低くとも、一般の信者

たちの山参詣のためには十分に信友のいう「土俗」

の信仰に対応しうる険しさも持っている。「六郡

祭事記」には8月5日の祭礼で、この山は女人禁制

ではないとしている。

大友氏は再興に際して副川神社の神主となった平

鹿郡波宇志別神社の古代以来の社家で、直枝は本

居大平・春庭に入門し蒲生君平と親交を持った国

学者である。後は名乗りを吉言（よしとき）とい

い、藩の神道大頭役も勤め、藩校明徳館の和学取

立役にも就任した。眼科医でもあった。藩は30石

を寄進した。

「秋田風土記」では、ここは同じ三国社の波宇志

別神社（保呂波山）の本宮だと記す。茂木氏が社

寺奉行として旧社の跡を尋ね歩くうち、この山を

見て故老に問うと「はたら沢という。昔保呂羽と

云う。山一つで沢が八つあり八沢木という」と言っ
や さ わ ぎ

て山上の小祠に案内した。そこで奉行は保呂羽本

宮であると悟って副川神社を建て、保呂波の社家

大友・守屋両神主を別当とした旨を記すが、これ

は大友氏などが別当となったことにより、逆に八
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